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研究成果の概要（和文）：コロナ禍による研究開始の遅延と計画変更はあったが、2022年度と2023年度に調査対
象国であるガボンとタンザニアに複数回渡航して、人と大型類人猿の関係にかんする調査を深めるとともに、保
全と開発の統合をテーマに、地域住民を対象にした現地ワークショップや現地の関係機関との議論をおこなうこ
とができた。また、フランスとイギリスに複数回渡航して、関係する研究機関を訪問して研究交流を深めるとと
もに共同研究を進め、国際学会やシンポジウムでの発表もおこなった。論文3本、図書4件、国際学会発表5件な
どの成果が得られ、自身の研究を広く国際発信し、国際的な研究ネットワークを構築することができた。

研究成果の概要（英文）：Although there were delays in starting the research and changes to the plan 
due to the COVID-19 pandemic, I was able to make several trips to research sites in Gabon and 
Tanzania in FY2022 and FY2023. I deepened my research on the relationship between humans and great 
apes and organized workshops for local people, as well as discussions with relevant local 
institutions under the theme of integrating conservation and development. I also traveled to France 
and the UK several times to visit relevant research institutions, which enhanced research exchanges 
and facilitated joint research efforts. Additionally, I made presentations at various international 
conferences and symposia. The outcomes of this research included three papers, four books, five 
presentations at international conferences and symposia. These activities have enabled me to 
disseminate my research widely on an international scale and to build a robust international 
research network.

研究分野： 人類学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
ガボンにおけるゾウによる獣害と被害対策の実態を示した研究は、サバンナゾウにかんする研究が多かったなか
で、森林景観におけるマルミミゾウに着目している点で新奇性が高い。DRCにおける地域開発をめぐる実践は、
研究者も活動に深く関与し、住民との協働によって保全と開発の両立を図るという先進的な事例といえる。タン
ザニアにおける研究では、コロナ禍や気候変動、インフラ整備など、最新の社会的変化をふまえている点で意義
深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｆ－１９－２ 
１．研究開始当初の背景 
アフリカの生物多様性保全は重要な国際課題であり、なかでも脆弱性が高い大型類人猿の保

全は緊急を要するが、有効な保全体制が整っている地域はほとんどない。生息国の政情不安や経
済の停滞にくわえて、保全政策と住民生活の軋轢が大きな障害となっているからである。このよ
うな軋轢を解消するには地域の社会経済開発を推進することが不可欠であり、そのためには、地
域によって異なる文化的背景や社会的文脈を十分に理解したうえで、それをふまえて保全と開
発が両立する体制を構築することが必要である。 
そこで、本研究の基課題「人と動物の共存の文化的基盤にもとづくアフリカ大型類人猿の保全

と地域開発の統合」(若手 A・2017～2022 年度) では、大型類人猿の重要な生息地であるととも
に、長期野外研究拠点でもあるアフリカ中部の三つの自然保護区（ガボン：ムカラバ・ドゥドゥ
国立公園、コンゴ民主共和国：ルオー学術保護区ワンバ、タンザニア：マハレ山塊国立公園）に
おいて、地域に根ざしたボトムアップの視点から、類人猿の研究と保全が統合的に発展し、将来
にわたって地域の持続的開発にも資するような新たな保護区運営システムを提案することを目
指した。三つの自然保護区において、地域住民と類人猿の共存を支える文化的基盤、研究が地域
にもたらす影響、保全と開発に関わる諸アクターの関係がそれぞれ明らかになり、いずれの地域
にも共通している点と地域ごとに異なる点が見出された。また、その結果をもとに、類人猿の研
究と保全が統合的に発展し、将来にわたって地域の持続的開発にも資する保護区運営システム
を提案した。従来のように「研究」と「実践」を分けるのではなく、両者が一体となって発展す
るための仕組みを取り入れ、関係する諸アクターが有機的に連携・協力することの必要性を指摘
した。 
 
２．研究の目的 
以上の基課題の成果をふまえて本研究では、ヨーロッパの関係機関および調査国のおもな研

究機関を拠点とした活動を通じて、基課題でえられた人類学的研究の成果を幅広く国際発信す
ることと、生物多様性保全に関わる諸機関の関係者とのネットワークを構築し、基課題の研究成
果の有効な社会実装を進めることを目的とする。また、現地研究機関の協力を得て、調査地にお
いて地域住民を対象としたワークショップをおこない、基課題の成果を調査地に還元するとと
もに、地域住民の意見を社会実装に取り入れることを目指す。 
 
 
３．研究の方法 
パリ自然史博物館（フランス）やスターリング大学（イギリス）をはじめとするヨーロッパの

関係機関において資料収集するとともに、関係者と議論をおこなう。あわせて学会やセミナーで
発表して、これまでの研究の成果を広く共有する。調査地であるガボンの熱帯生態研究所とタン
ザニアの野生動物研究所のそれぞれにおいて、情報収集や研究打ち合わせをおこない、政府関係
者、NGO、地元研究者らをまじえたセミナーをおこなう。さらに、研究成果の調査地域への浸透
を目指して、ガボンとタンザニアにおいて関係機関と協力し、それぞれの調査地において、地域
住民をまじえたワークショップを開催する。 
 
 
４．研究成果 
当初計画では 2020 年度と 2021 年度に海外渡航をして研究を達成する予定だったが、新型コ

ロナウイルス感染拡大のためすべて中止となった。そこで 2020～2021 年度は、関係者とオンラ
インで研究成果の共有をおこなうとともに、これまでに蓄積したデータの分析、国内の学会等で
の発表、論文の執筆に努めた。 
2022 年度から海外での活動を再開することができ、2022 年 8～9 月にガボンとタンザニアに

渡航して、関連する情報を収集するとともに、現地の研究機関、政府関係組織、NGO などに向け
て研究成果の発信をおこなった。またガボンでは、国際ゾウの日にあわせて開催された人とゾウ
の関係に関する国際シンポジウムに参加し、ゾウによる獣害と住民による対策の状況について
発表した。2022 年 12 月～2023 年 1 月に再度ガボンに渡航し、調査地において地域住民に向け
たワークショップをおこなった。2023 年 1 月には、研究協力者らとともにイギリスのスターリ
ング大学を訪問し、Kate Abernethy 教授をはじめとする研究チームと共同研究の議論をおこな
った。 
最終年度となる 2023 年度は、海外での発表を中心に学会やシンポジウムでの発表を重点的に

おこない、英語論文の作成にも努めた。5～6月に日本アフリカ学会と日本文化人類学会、7月に
ルワンダ（キガリ）で開催された第 31 回国際保全生物学会でそれぞれ発表した。 
8 月はガボンとタンザニアで関係者との打ち合わせや現地ワークショップをおこない、研究成

果の社会実装を進めた。10 月にはフランスとベルギーで関係者と打ち合わせるとともに、カメ
ルーン（ヤウンデ）で開催された国際シンポジウムに参加・発表した。11 月にはフランス（パ
リ）で開催された森とゾウに関する国際シンポジウムで発表するとともに、関係者との意見交換
をおこなった。さらに、12～1 月にはガボンで関係者との打ち合わせや最終成果報告をおこない、
2月にはタンザニアでおなじく関係者との打ち合わせや最終成果報告をおこなった。 
以上を通じて、学術誌論文 3本（英語 2、日本語 1）、主編著 1本、分担執筆 1本、事典項目 1



本、国際学会発表 6件、国内学会発表 4件、招待講演 2件などの成果が得られた。論文として、
アフリカの野生動物保全をめぐる状況をまとめた日本語総説、ガボンにおけるゾウの獣害の状
況と住民の認識についての英語論文（共著、責任著者）、おなじくガボンにおけるゾウの獣害の
影響と住民による被害対策についての英語論文（共著、筆頭・責任著者）を発表した。 
書籍として、コンゴ民主共和国における開発と保全の実践に関する編著書を出版し、おなじく

コンゴ民主共和国の調査地における 50 年の研究成果をまとめた英語書籍のうち 1 章を担当し
た。 
全体として、コロナ禍による中断や異動にともなう渡航可能時期の制限があったため、当初予

定していた在外研究は実施できなかったが、精力的に海外で活動をすることができ、大きな成果
を残すとともに研究ネットワークを拡大することができたといえる。現地の関係機関との交流
を深め、研究成果の社会実装を進めることができ、調査地への成果還元もおこなうことができた
ことから、今後のさらなる研究の発展が見込めることとなった。 
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８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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